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9月22日（木）13：00〜13：30
� 会場：東京ビッグサイト 会議棟6階 605-608

基調講演

“さぁ、未来の空へ”
持続可能な航空業界への挑戦
井上 慎一氏 �定期航空協会 会長／ 

全日本空輸株式会社 代表取締役社長

　定期航空協会は、航空運送事業に関す
る諸般の調査・研究などを通じ、我が国
の航空運送事業の健全な発展を促進する
ことを目的に活動しています。現在は、日
本を本拠地とする19の航空会社が加盟し
ています。フルサービスキャリアだけでな
くLCCや貨物航空会社も一緒に活動して
います。市場では競合関係にありますが、
航空業界全体の発展のため、さまざまな
課題解決に取り組んでいます。本日は、私
たちがまさに取り組んでいる、持続可能な
航空業界の挑戦についてお話をしたいと
思います。

航空業界が困難を乗り越える2つの視点

　国際航空は、さまざまな国と地域をつ
ないでお客様と貨物を運んでいる性質上、
輸送により発生するCO2がどの国家に帰
属するかを整理するのが難しいという実
情があります。そのため、国際民間航空 
機関（ICAO）が共通の目標とスキームを
定めています。国 際 線は、ICAOが定め 
るCORSIA（ Carbon Offsett ing and 
Reduction Scheme for International 
Aviation）というCO2削減・オフセットの
スキームに従って取り組んでいます。国内 
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基調講演

線は、各国の法令や政府の方針に従って
対応しています。
　全世界のCO2排出量のうち、航空産業
が排出する量は2％です。それでも航空業
界が一丸となって脱炭素に取り組んでい
るのは、単にルールを遵守するためではな
く、人類のサステナビリティを確保するた
めに、少しでも貢献したいという思いから
です。航空利用者の価値観が変容し、航
空貨物輸送や旅行においてサステナブル
な輸送を求めるようになってきました。私
たち航空会社も、世界中をつなぎ、人と物
の輸送を通じて生まれる価値を次世代に
残していくため、サステナビリティへの対
応は不可欠となっています。
　一方で、航空輸送の脱炭素は技術的に
難しく、航空業界にとっては大きな挑戦で
す。2050年のネットゼロに向けて、国際航
空運送協会（IATA）は2つの視点を挙げ
ています。1つは、いくつかの手法を組み
合わせて取り組みを進めていくというもの
です。SAFと呼ばれる持続可能な航空燃
料の活用、新技術、運航上の工夫、カーボ
ンオフセット、カーボンキャプチャーとい
うCO2除去技術などの活用です。技術レベ
ルの難度が高く、イノベーションが必要な
技術も含まれていますが、やるべきことは
整理されています。もう1つは、連携です。
これは航空会社だけで解決できる課題で
はなく、あらゆる産業、政府支援を含めた
官民の連携、燃料製造事業者はもちろん、
投資家、そして航空利用者の皆さんとの

連携が必要です。

ネットゼロ実現の鍵を握るSAF

　2050年のネットゼロを実現するために
最も大きな役割を担う技術は、このSAF

（Sustainable Aviation Fuel）です。航空
業界は石油由来のジェット燃料に依存し
てきましたが、技術の発展により、排ガス
や都市ごみなどを含む石油以外の原料か
ら従来のジェット燃料と同等の燃料が製
造できるようになりました。SAFの価値は、
ドロップ・イン・フューエルと呼ばれる通り、
従来のエンジンや給油施設などのインフ
ラをそのまま使えることにあります。今の
内燃機関を使いながらCO2ネットゼロの実
現に貢献するのが、このSAFなのです。
　従来のジェット燃料は、地中から掘り起
こした炭素を大気中に放出する一方通行
の仕組みでした。SAFに置き換えると、地
上にすでに存在する炭素を活用する炭素
リサイクルの仕組みとなります。SAFを使
ってもエンジンからはCO2が排出されます
が、ライフサイクル全体で排出されるCO2

が増えないため、サステナブルな航空燃料
と言われるわけです。
　しかし、SAFに置き換えたからといって
100％削減できるわけではありません。従
来のジェット燃料に比べると最大90％の
削減に貢献しますが、10％は残ることを
意味します。SAFの製造工程や原料・製品
の輸送時に排出されるCO2が残るからです。
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したがって、IATAが指摘するように複数
の手法を組み合わせるというのが、航空
業界が取り組む脱炭素のポイントです。カ
ーボンオフセットや大気中から直接CO2を
回収するダイレクトエアキャプチャーとい
う最新技術の活用と合わせ、ネットゼロの
実現を目指しています。

SAFの普及促進と認知度向上

　日本では、JALが2018年、アメリカの
SAF製造企業のフルクラム・バイオエナジ
ー社への出資を決めました。そしてANA
が2019年、フィンランドのネステ社から
SAFを輸入するサプライチェーンを構築し、
アジアで初めて羽田空港と成田空港を出
発する定期便で利用を開始しています。残
念ながら、国産SAFはまだ商用化されてい
ません。国産SAFの量産化と価格の低廉
化は、今後の航空業界のカーボンニュー
トラル実現に向けての大きな鍵です。
　日本政 府も日本の技術力を活かし、
SAFのイノベーションをリードしようと複
数の製造技術の実証実験を行っています。
国土交通省も2022年4月、航空局にカー
ボンニュートラル推進室という専門組織
を設置しました。SAF製造に向けた官民協
議会も発足し、日本での原料調達から製
造、サプライチェーン構築まで一連の課
題解決に向けた取り組みが進められてい
ます。この官民協議会には航空会社、燃
料製造事業者、国土交通省、経済産業省、

農林水産省、環境省が参加しており、オー
ルジャパンの体制ができつつあります。
　一方、SAFの認知度はまだまだ低いと 
言わざるを得ません。そこでANAとJALの
2社は、SAFの認知度向上と普及促進に向
けた共同レポートを作成しました。産業 
セクターの垣根を越え、SAFの認知度向上
に取り組む有志団体「ACT FOR SKY」も
2022年3月に発 足しました。「ACT」は

「Action」を 意 味し、参 画 企 業 がSAFの 
製造や原料調達を含むサプライチェーン
の整備などに向けた行動を一緒に起こし
ています。さらにANAは、「SAF Flight 
Initiative」という脱炭素プログラムをアジ
アで初めて立ち上げました。航空貨物の
輸送や社員の出張によって間接的に排出
されるCO2、いわゆるスコープ3の排出量
を減らしたい企業にこのプログラムに参加
いただくことで、SAFの利用促進につなが
り、セクターを越えて脱炭素に貢献するこ
とになります。

旅行者や地域と取り組む環境対策

　航空業界は、地域の方々やお客様にご
協力いただきながら、脱炭素だけでなく
国内外のさまざまな環境問題の解決に取
り組んでいます。例えば、できる限りプラ
スチック製品を使わない、使う量を減らす、
大事な資源は再利用するといった、いわゆ
る4R（Refuse、Reduce、Reuse、Recycle）
を進めています。食品ロスをゼロにする取
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基調講演

り組みも業界挙げて推進しており、整備
服や制服を蘇らせるアップサイクルも導入
しました。
　自然環境を守る取り組みも進めていま
す。例えば、豊かなサンゴ礁や希少な動
植物の保全、外来種の駆除、震災復興に
向けた森林再生、海浜清掃などです。また、
野生生物の違法取引を防止するため、社
員一同で学び、気を引き締めて日々の業
務にあたっています。このように、環境保
全をフックとしたツーリズムの領域にも活
動を広げ、お客様に大自然の魅力を体験
していただき、地域に貢献し、サステナブ
ルな旅行の価値を提供する環境プログラ
ムの取り組みも進めています。3年に及ぶ
コロナ禍で、お客様の考え方、旅行に対す
る要望も変わってきました。これに的確に
寄り添いながら、新しいツーリズムを提案

しようと考えています。
　 私 か ら の 最 後 の メッ セ ー ジ は、

「 C o l l e c t i v e  E f f o r t s  f o r  F u t u r e 
Wonderful SKY」です。航空業界は、SAF
をはじめとする新技術を通じ、2050年に
はCO2を増やさない交通インフラにトラン
スフォームしようとしています。また、地域
の方々やお客様にもご協力いただきなが
ら、さまざまな環境問題の解決に取り組
んでいます。観光においても地域と連携し、
いつまでも人々が世界中を心地よく旅が
できる、サステナブルな旅行体験を提供
し続けていきたいと考えています。官民の
枠を越えて、産業セクターの枠も越えて、
次世代へサステナブルな航空輸送と旅行
体験をつないでまいります。これからの日
本にぜひ、ご期待いただきたいと思います。
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9月22日（木）13：50〜15：50
� 会場：東京ビッグサイト 会議棟6階 605-608

第5回TEJ観光大臣会合：
主題：観光による気候変動への挑戦
副題：ウィズコロナ・ポストコロナ時代の新しい産業のカタチとは

気候変動に対する新たな官民パートナーシップの姿
7カ国、4国際観光組織の観光トップが意見交換

課題を共有し、官民が手を組んで新しい解決法を
マージョリー・デューイ氏

株式会社コネクトワールドワイド・
ジャパン 代表取締役

　2021年11月の国連気候変動会議
（COP26）では、観光における気候変

動対策に向けた「グラスゴー宣言」
が発表された。この宣言には、「観

光における気候変動対策のため、世界的に一貫した計
画が緊急に必要である」と盛り込まれている。まずは各
国の課題を共有し、解決に向けた手順や気候変動対策
を反映した政策を学ぶ必要がある。また、官民連携に
よる気候変動対策も重要なテーマだ。パンデミック後
の世界で、観光を前進させる新しい解決方法を見いだ
さなければならない。

モデレーター ウェルカム・スピーチ

第5回TEJ観光大臣会合は7カ国の観光大臣・観光行政トップと、
国連世界観光機関（UNWTO）など4つの国際観光組織の代表計11人が参加した。

日本からは石井浩郎国土交通副大臣が登壇し、
ビルクUNWTO賛助会員部本部長の挨拶に続き、参加者のスピーチが行われ、

政府と民間による新たな官民連携のあり方について意見交換が行われた。

共催：

強力な官民パートナーシップは未来への解決策
イオン・ビルク氏

国連世界観光機関（UNWTO） 
賛助会員部本部長

　新型コロナウイルスのパンデミッ
クは、観光業の脆弱性を浮き彫りに
し、大きな打撃を与えた。多くの不
確実性の中で、非常に大きな課題の

1つが「気候変動」だ。
　観光産業が有意義に気候変動対策を加速させるに
は、セクター全体でより野心的な取り組みが必要だ。新
しい声やアイデアを受け入れ、これまで以上に協力し合
わなければならない。強力な官民パートナーシップは、
観光業の未来のための解決策を見つけるうえで不可欠
なツールとなるだろう。
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第5回TEJ観光大臣会合：観光による気候変動への挑戦

パンデミックを越えて、自然・人的災害からの復興支援も
ベンジャミン・リャオ氏

太平洋アジア観光協会（PATA）副会長

　旅行者も受け入れ地域側も、意
識が変化している。我々も、官民
メンバーで構成された組織とし
てネットワーク力を活かし、持続
可能な産業へ転換するためのサ

プライチェーン・マネジメント改善や脱炭素化に
取り組んでいる。今年は、自然・人的災害に備える
ための観光デスティネーション・レジリエンス・
プログラム（TDRP）をドイツ政府系企業GIZと共に
開発。プラスチック削減ガイドラインやホテルの
ネット・ゼロ対策、持続可能なグルメ観光などにも
取り組んでいる。

サステナブルな観光のカギとなる「地方主権」
フェルナンド・バルデス・ベレルスト氏

スペイン王国 観光庁長官

　これからは、気候変動対策が最
大のチャレンジだ。観光業のバ
リューチェーンを持続可能なもの
に変え、投資先や取引先を見直す
必要がある。その際、最も重視し

ているのは、受け入れ地域と一緒に取り組むこと。
また、社会的な持続可能性も忘れてはいけない。観
光客と住民、両方のための施策が必要で、国や州に
加えて、地域の関係者も含めた協力体制が不可欠。
これからのサステナブルな観光は、地方主権がカギ
になる。

パネリスト
気候変動や環境対応に向け、省庁間協力を強化

シャリマル・ホファ・タマノ氏
フィリピン共和国 観光副大臣

　毎年平均20回もの台風が到来す
るフィリピンにとって、台風と密接
な気候変動への取り組みは必至で
あり、ASEAN 諸国でもこの分野で
リーダーシップを取る存在である。

気候変動への取り組みは、官民問わず環境配慮と持
続可能な成長の両立が重視される。フィリピン観光
省は持続可能な観光推進と、観光による自然や気候
変動への影響を最小限に抑えるため、近年は環境天
然資源省や農業省、内務自治省などの他省庁、地方
政府と積極的な連携を行っている。

観光と植樹の連携でCO2排出抑制
トック・ソコン氏

カンボジア王国 観光省 国務次官

　カンボジア観光省は近年、森林
破壊と二酸化炭素の排出抑制を目
的に「One Tourist, One Tree（観光
客1人に1本の木）」キャンペーンを始
めた。ホテルやレストランなどの観光

事業を対象に環境に配慮した経営に関する指標や賞を
設定するとともに、観光関連の各協会を集めて気候変
動の対策会議を行っている。2015年からは観光省と環
境省が連携して観光客・住民を対象にビニール袋やプ
ラごみを削減する取り組みを行っている。

大干ばつ経て、国土緑化と再エネ拡大に注力
アジズ・アブドゥハキモフ氏
ウズベキスタン共和国 副首相兼

観光文化遺産大臣

　大干ばつにより消滅の危機にあ
るアラル海を抱える中央アジアに
とって、気候変動の問題は世界の
中でも一層深刻で、周辺諸国は連

携してこの問題に挑んでいる。ウズベキスタンは2
億本の植樹を行う国土緑化プログラムや、グリーン
経済への移行を目指して再生可能エネルギーや水素
燃料の利用を推進している。これらの取り組みによ
り、2030年までには再生可能エネルギーの割合を
25％以上に拡大、温室効果ガスは2010年比35％削
減を目指している。

多様な地域連携を国が側面から支援
石井 浩郎氏

日本 国土交通副大臣

　日本では文化や産業を生かした
多様な地域連携が行われており、
鳥羽市では二大産業の観光と漁業
が連携して観光客に漁業を体験的
に学ぶ機会を提供し、支笏湖では

再生可能エネルギーを軸に、地域一体で自然の維持
と気候変動に対応した取り組みが行われている。日
本はUNWTO駐日事務所と連携して国際基準に準拠
した「日本版持続可能な観光ガイドライン」を策定
するなど、こうした各地の取り組みを持続可能な観
光につなげるべく支援を行っている。
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パネリスト
2050年までのネット・ゼロ達成を目指そう

マリベル・ロドリゲス氏
世界旅行ツーリズム協議会（WTTC） 
シニア・ヴァイス・プレジデント

　WTTCでは、気候変動対策を最
優先課題と位置付けている。2050
年までの排出ガスのネット・ゼロ達
成を目標に設定、旅行観光産業が

脱炭素を目指すための初の横断的なロードマップを
策定し、課題の整理や事業者向けのターゲット設定な
どに着手。また消費者向けにサステナブルな旅行に関
する認知度アップキャンペーンも展開している。今年11
月、サウジアラビアのリヤドで開催されるWTTCグロー
バルサミットで、さらに議論を深めたい。

何よりもまず教育を。観光復興基金も検討すべき
エドモンド・バートレット氏

ジャマイカ 観光大臣

　観光産業にとって、自然は商品
そのもの。気候変動は大きな危機
でもある。特にカリブ海の島国な
ど、観光に大きく依存する国や地
域にとっては重要課題だ。持続可

能な観光への転換に向けて、着手しているのは人的
資源の強化、人々の教育だ。一方、財政支援も課題だ。
パンデミックや自然災害で、GDPの大半が消滅してし
まうような小国もある。危機によるダメージを最小化
し、回復を最速化するためのグローバルな観光復興
基金の創設も提案したい。

総括
イオン・ビルク氏

国連世界観光機関（UNWTO）
賛助会員部本部長

　 パ ネリスト の 方々 か ら はPPP
（Public-Private Partnership）、 す

なわち官民のパートナーシップを、
地域レベルで進めなくてはならな

いという話があったが、このアプローチが重要である
ことが、この場で共有できたと思う。プラットフォー
ムとして、マルチステークホルダーの協力協業が必要
だ。グローバル、リージョナル、そしてローカルと、さ
まざまな分野においてツーリズムを推進していく。特
に観光地、デスティネーションがそこに参画をする。
その際に、それぞれの地域の問題のために教育を
行っていくということ、そしてその中から教訓を学び
取っていくということが重要である。
　パンデミックを経て、消費者がすでに変化している
ことも念頭に置かなければならない。気候変動の問
題の中で、旅行の目的地も変化し、社会的・経済的
な責任を持ちながら旅行をする人が増えるはずだ。
官も民も、この変化に対応しなければならない。さら
に、広範な認識の変化についても考える必要がある。
政府の政治的なアジェンダも、変化が出てくるだろう。
グローバルなレベルで、それが言えると思う。
　逆説的に言えば、パンデミックがあったからこそ政
治的なチャンスが生まれたのだ。この機会を捉えるた
めにも、UNWTOは団結し、一貫してこのような取り
組みを支援していく。各国政府、企業、地方、地域社
会の人たちを集めて、特に気候変動について取り組
んでいきたい。

気候変動対策のステークホルダーは全市民
ルラマ・スマッツ・ンゴニャマ氏

南アフリカ共和国 
駐日本大使

　観光産業は南アフリカのGDP 
に大きな影響を与えているが、気
候変動は社会的・経済的な悪影響
をもたらす。南アフリカ政府は多

くの気候変動対策を打ち出し、課題や脆弱性を認識
して、観光業から排出される温室効果ガスを減らす
方法を模索している。気候変動では全市民がステー
クホルダーだが、現状では人材やその他のリソース
も不足しており、ノウハウも技術も足りていない。
この改善に必要なものこそ、官民のパートナーシッ
プだ。

教育の充実など、小規模業者支援で変革を後押し
シャノン・ストーウェル氏

アドベンチャートラベル・トレード・
アソシエーション 最高経営責任者

　米国は、2030年までに温室効果
ガスを40％削減できるとの見通し
がある。アドベンチャートラベル
は大自然に依存したビジネスなの

で、危機意識は高い。一方で、小規模事業者が多い
ため、変革には支援が必要だ。気候変動関連の教育
を充実させ、小規模事業者を支援してほしい。旅行
者数はいずれ2019年レベルに戻るだろうが、各国政
府はより良いインパクトを残す人たちを呼び込むこ
とを考えるべきだ。今こそ、量から質への転換を図っ
てほしい。
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　4年ぶりの東 京開催となるツーリズム
EXPOジャパンで、サステナブルツーリズム
についてお話しできることを光栄に存じま
す。また、日本のサステナブルツーリズム推
進をお手伝いしていることを大変嬉しく思
いますし、日々サステナビリティへの関心
が高まっていることを心強く思っています。
本日は、ポストコロナに選ばれる観光とし
てのサステナビリティについて、特にサステ
ナビリティという言葉の今日における意味
合い、またそのトレンド、そしてアプローチ
という3点についてお話しします。

サステナビリティは社会に変革をもたらす

　今日の観光のキーワードは「回復」です。
この回復という言葉の周囲には「サステナ

ブルな」「レスポンシブルな（責任ある）」
「リジェネラティブ（再生・回復）」「レジリ
エント（強靭な、克服する力）」といった言
葉 があります。先日、GoogleやBooking.
comのサステナビリティ担当者の議論を聞
く機会があり、サステナビリティに必要なこ
とは、自分が何をしたいかだけでなく、自
分が訪問する地域は何を求めるのか、また、
マイナス要因を減らしてプラス要因を増や
していくという、そんな意見を聞くことがで
きました。サステナビリティの達成に向け、
ビジョンや計測方法を統一する必要性も
議論されましたが、何よりも「サステナブル
な観光は、社会に変革をもたらす力になる」
という強いメッセージが印象的でした。
　サステナビリティという言葉は、SDGsの
普及とともに社会のあらゆる場面で使われ

9月23日（金・祝）10：00～11：30
会場：東京ビッグサイト 会議棟6階 605-608

サステナブル・ツーリズム・シンポジウム
基調講演

サステナブルツーリズム - ポストコロナに選ばれる観光

加藤 久美氏
和歌山大学観光学部 教授

主催：�日本政府観光局 
（JNTO）
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るようになってきました。観光におけるサス
テナビリティの意味合いの流れは、3つ挙
げることができます。1つ目は、サステナブ
ルの基本理念である利益（Profit）・社会

（People）・環境（Planet）の3つのPに、連
携（Partnership）と平和（Peace）を加え
た5つのPのバランスが取れていることです。
ここで「利益」が指すものは「豊かさ」とさ
れており、ウェルビーイングやウェルネスが
重視されているのが特徴です。
　2点目は、マネジメントの重要性です。コ
ロナ前の急激な成長、特に日本ではインバ
ウンドが1000万人に達した頃から急速な
成長がありました。その恩恵の裏にはオー
バーツーリズムという、単なる混雑ではな
く地域住民への影響や時間的・空間的な
集中と地域格差の拡大、画一化、物価や
地価の高騰などの弊害が表面化しました。
その反省として、サステナブルなマネジメン
トの必要性が明確になったのです。
　3番目は、気候変動への対策です。世界
の全排出量の5％が観光に起因し、そのう
ち70％以上が交通関係であるとされてい
ます。観光がもたらす負荷への懸念も非常
に強くなりました。ただ、昨年の国連気候
変動会議（COP26）で、観光産業における
気候変動に関する「グラスゴー宣言」が発
表されました。これに多くの組織が賛同し
たことに、非常に大きな意味があります。
　サステナブルツーリズムを今日の意味合
いでまとめると、楽しみや幸せ、豊かさなど
の恵みは、事業者、地域社会、その環境全

てが受けるべきものであり、それが未来世
代への考慮、多用な変化にも対応できる強
さになるということです。その達成には連
携が非常に重要で、関係者全ての参画、ま
た貢献への責任であると捉えられています。
リジェネラティブというアイデアは、来訪者
も地域もより良い状態になる、訪れれば訪
れるほどより良くなるという、ある意味で究
極の理想像です。基盤とすべきことは、地
域の知恵や価値観です。地域の産業、文化、
信仰の中には、連綿と受け継がれてきた共
生の知恵や技、それを表す地域独自の言
葉や表現が必ずあります。リジェネラティ
ブなツーリズムとは、地域の価値観を再発
見して価値付けすることだと考えられます。

変わりつつある旅行者の意識

　サステナブルツーリズムのトレンドとし 
て、旅行者や観光業者の意識変化を見て
いきましょう。世界旅行ツーリズム協議会

（WTTC）やBooking.comの調査によると、
「安心・安全のためには多少の費用を加算
してもよい」とか「よりサステナブルな旅や
宿泊を選びたい」という意識が年々高まっ
てきており、特に若い層に意識の高い人が
多いという傾向が見られます。ここで注目
すべきは、サステナビリティが自然への配
慮、環境保全だけでなく、地域がより良い
状態になるという意識が非常に強くなって
いることです。京都市が行った調査の結果
によると、環境への配慮だけでなく、地元
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サステナブル・ツーリズム・シンポジウム：
～ポストコロナに選ばれる観光とは～今日から始められるサステナブルツーリズム

生活者への配慮が見られました。これは非
常に興味深い結果です。
　一方で、サステナブルなオプションの探
し方がわからない、ラグジュアリー感や特
別感などの魅力に欠けるのではないか、と
いう意見もまだあることがわかりました。英
国の調査では、サステナブルな選択は消費
者だけに依存していては達成できないとい
う結論が出ています。これが意味するのは、
提供する側が良いものだけを提供し、それ
らの積極的な「見える化」が必要だという
ことです。ただし、サステナブルツーリズム
は必ずしも高価なものである必要はなく、
富裕層だけが対象なのではありません。あ
らゆる形態の観光事業に、サステナブルに
なる道があることを強調しておきます。
　見える化という点では、ここ数年はサス
テナブルな商品や宿泊、アクティビティを選
んで紹介する出版物が増えています。サス
テナブルなトラベルガイドブックや、サステ
ナブルなものだけを紹介するオンラインサ
イト、そしてBooking.comが行っているロ
ゴの付与のような認証制度も増えています。

一貫したビジョンとツールの見極めが必要

　ホテルや交通、アクティビティがそれぞ
れサステナブルになることは重要ですが、
サステナブルツーリズムとは、これらを総
合コーディネートし、デスティネーション、
つまりサプライチェーン全体の連携によっ
て好循環システムを作ることです。好循環

づくりへのアプローチとして重要なのは、1
つはビジョンです。一貫して来訪者や事業
者、地域住民にわかりやすく、地域の言葉
や考え方も盛り込んで連携や参画、意識
の醸成を促すアプローチです。
　もう1つが、現状把握や測定・モニタリン
グを支援するツールの活用です。日本では
2020年に「日本版持続可能な観光ガイド
ライン」が発表され、モデル地区などを中
心に各地域で導入されていますが、この他
にもカーボン計測からホテルの廃棄物削
減ツール、サステナブルなレストランを目指
すための指標、ビル・建 物向けツール、
MICEガイドラインまで、多数存在します。
日本での支援窓口を設けているものや、各
種認証制度、日本発のホテル・旅館の品
質認証制度「サクラクオリティ」も登場しま
した。
　こういった基準や認証制度は400以上
あると言われています。そこで重要なのが、
どれが効果的かを見極めることです。注目
すべき項目は、そのシステムが成長や向上
を本当に支援してくれるのか、という点で
す。システムの透明性・信頼性、SDGsやサ
ステナビリティ基準に合致しているかどう
か、経営者の利益だけでなく、従業員や旅
行者にも利益をもたらすかどうか、国内外
への発信力の有無も重要なポイントです。
　サステナブルな取り組みは、従業員のモ
チベーションを上げ、意識向上や働きがい
の向上につながるという調査結果がありま
す。国際労働機関（ILO）は、グリーンジョ
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ブを「働きがいのある人間らしい仕事で、
気候変動への対策に寄与する環境に良い
仕事」と定義しています。今後、グリーンビ
ジネスは、特にアジアで成長が見込まれる
と予想されています。その多くは交通やエ
ネルギー、建設関係ですが、それら全てに
関わるツーリズムは、実はグリーンビジネス
になり得るのです。そうして選ばれることが

社会変革の大きな力になるということを、
ここでも確認できます。
　ツーリズムEXPOジャパンの会場でサス
テナブルな取り組み、またその連携が進み、
ツーリズムがより大きな変革の力になるこ
とを願い、私のお話とさせていただきます。
ありがとうございました。
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サステナブル・ツーリズム・シンポジウム：
～ポストコロナに選ばれる観光とは～今日から始められるサステナブルツーリズム

中山 理映子
日本政府観光局（JNTO） 理事

鈴木 宏一郎氏
株式会社北海道宝島旅行社 
代表取締役社長

齊藤 忠政氏
扉ホールディングス株式会社 
代表取締役社長

ジョン・オリビア氏
Booking.com Japan株式会社 
東日本地区エリアマネージャー

　
　

サステナブル・ツーリズム・シンポジウム
～ポストコロナに選ばれる観光とは～
今日から始められるサステナブルツーリズム

パネル・ディスカッション

モデレーター

パネリスト

コロナ禍を経て、
人々の旅行に対する意識に変化

中山　先ほど加藤先生の基調講演にもあ
りました通り、世界の観光はよりサステナ
ブルに、よりレスポンシブルにというような
方向に向かっていこうとしております。この
コロナ禍を経まして、人々の旅行に対する
意識にも変化が見られております。
　旅行先では混雑を避けて自然の中で過
ごしたい、あるいは受け入れ地域の社会や
環境に配慮したいといった動きも加速して
きていることが、各種調査から明らかに
なってきております。本日のシンポジウムで
は、早くからサステナブルツーリズムに関し
て独自の取り組みをされてきたパネリスト
の方々にお越しいただいております。
　サステナブルツーリズムを推進されてき
た背景やこれまでの取り組み、そしてサス
テナブルに関する認証の取得などについ
てもお話をうかがい、サステナブルツーリ
ズムについて皆様と共に考えていければと
思っております。
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●プレゼンテーション1 �────────
地域の、地域による、地域のための
観光 = サステナブルツーリズム

鈴木 宏一郎氏

　私は北九州出身ですが、北海道が大好
きで会社を作って16年目になります。2021
年12月には、GSTC（世界持続可能観光協
議 会 ）-Iの 認 証 団 体、Travelifeのパート
ナー登録をしました。第2回日本サービス
大賞の「優秀賞」をいただいたり、経済産
業省所轄の「地域未来牽引企業」に認定
されたり、ようやく北海道で認められるよ
うになってきたかな、というところです。
　これまで北海道のさまざまなプログラム
を、オーダーメイドのツアーに組み込むこと
で、付加価値を高くしようと考え、動いてき
ました。観光客が通過し、排気ガスと糞尿
だけ残し、地域には1円も入らないという最
悪のストーリーではなく、どうやって長く滞
在してもらい、地元の人と体験交流をし、
地域を好きになってもらい、お金と地域に
対するプラスアルファの効果を残してもら
うか。
　最初の疑問は、インバウンドのお客様が
大勢来ても、農山漁村や商店街にはお金
が回らないことでした。地域の観光協会や
行政、プレーヤーの方 と々一緒に考えた結
果、オーダーメイドで半年前に予約をいた
だければ、いろいろな工夫ができると分か
り、外国人の富裕層のお客様向けに、オー
ダーメイドツアーの提供を始めました。

アドベンチャートラベルに活路を見いだす

　北海道観光の課題は、基本的には日本
全体と同じです。高度成長期にはマスツー
リズムが拡大。日本人のお客様が減ってき
た頃、今度はアジア経済発展やLCC誕生で、
大勢のお客様が訪日旅行するようになっ
た。そこへコロナが起きて、今に至ります。
　しかし、コロナ前にすでに頭打ちは見え
ていました。数が減ってきて、単価は全然
上がらない。残念ながら北海道の場合、付
加価値の高い宿は多いけれども、富裕層
向けの高額な宿はあまりない。そこで注目
したのが、アドベンチャートラベルです。
　アドベンチャー＝冒険となりがちですが、
例えば、初めて 挑 戦して食 べてみるメ
ニューといったカルチャー体験もアドベン
チャーだと思います。ガイドサービスを通
じて、地域の自然や文化を楽しむ旅行スタ 

鈴木 宏一郎氏
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イルで、さらに地球や自分自身のサステナ
ビリティ、持続可能性について考えること
に寄与する旅行スタイルであると定義する
なら、アドベンチャートラベル＝サステナ
ブルツーリズムでしょう。
　これまでの募集型で、反復再生産可能
な形で回す観光から脱却し、全く違うスタ
イルを作らなければなりません。観光の仕
切り直し、地域観光資源の学び直しです。
そのためには、地域主導で地元の観光を
マネジメントする必要があります。どんな
お客様に、どんなふうに時間、空間を過ご
してほしいのかを地域側が決めないと、他
者依存のままです。お客様の質と量、両方
の側面から、地域側が考えていくべきです。
　そのためには、他にはない高付加価値
のサービス、「今だけ、ここだけ、あなただ
け」が必要です。外部にお金が流れ出てし
まう、漏れバケツも駄目です。地域をマネ
ジメントする、コーディネート機能を確立し
なければいけません。地域についての細か
いことが、東京や海外から来たお客様や
エージェントに分かるはずがありません。
地域の価値を伝えることは、地域主体でや
らなければいけません。

宣言、実行、そしてモニタリング

　一方、その価値を外のお客様につないだ
り、顧客マーケティングを展開したりする
のは、小さな地域単位でやってもナンセン
スです。域外の専門家と連携することが、 

サステナブルなツーリズムの道かと思いま
す。そうしないと、観光関連の就業者のお
給料が上がらず、人が来ません。ゆえに、
サービスの質が下がり、自分たちも一流の
サービスを体験することができません。こ
の繰り返しがずっと続きます。地域への経
済波及効果を創出し、給料を上げるため
には、お客様を選ばなくてはいけないと思
います。
　弊社のホームページには、未来の実現の
ためのサステナブル宣言を載せています。
大変ですが、宣言し、それを実行し、モニ
タリングすることは重要だと学びました。
SDGsチームも作っています。20人規模の
会社ですが、6人ほどがこの仕事を片手間
ながら担当しています。継続するには、社
内に組織を作ることも大事です。
　最後に、（サステナブルツーリズムは）本
当に儲かるのか。私も今はコロナで大変で
すが、選ばれる観光地になり、お越しいた
だきたいお客様をセグメントするためには、
誰にも文句を言われない最高の手段だと
思います。また商談会への出展や、自社ス
タッフのモチベーション維持などでのメ
リットも間違いなくあります。地域の意識
の高い方 と々深い関係を作るうえでも、非
常に重要な共通言語になります。
　最近では、国内外にお客様を持っている
大手企業との連携が、非常にうまく動き出
しています。こうした横のつながりを全国
に広げれば、日本はもっと大きなマーケッ
トをつかまえられると思います。
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●プレゼンテーション2 �────────
地域と共に生きること

齊藤 忠政氏

　私たちは、ミッションとして「感動体験の
創出と未来への希望」を掲げ、お客様やス
タッフはもちろん、パートナーや地域の方
にも、感動体験や未来への期待と希望を
創造し、持続可能な社会の発展に貢献す
るために存在するべきと考えております。
明神館を含めて4つの宿泊施設、また古民
家などを含む5つの飲食施設を運営してお
り、計9軒のうち4軒が文化財の中での営
業となっています。大切にしていることは、

「地域の【モノ】【コト】を発信していくこと」
「信州と世界をつなぐこと」「エコロジーを
スマートに伝えること」「地球環境・文化・
健康を大切にすること」です。
　弊社グループの始まりである明神館は、
長野県の松本、八ヶ岳中信高原国定公園
の中、標高1050mにある1軒宿です。1931
年に湯治場として始まりました。現在に至
る転機は、2000年以降、温暖化によって
いろいろな災害を受けてきたことです。山
の中にいる私たちは、常に環境の影響を
受けることから、エコロジカルな施設への
増改築を目指すと同時に、エビデンスのあ
る商品作り、美と健康を中心に考えたいと
思うようになりました。
　持続可能な宿づくりに向けて、まずは自
社農園をスタートしました。地元の農家さ
んからさまざまな知恵をもらいながらやっ

てきました。16年くらい前からは、新入社
員を中心に無農薬の鴨

かも

米
まい

、田んぼ作りを
やっています。県外から来るスタッフが多
いので、信州をより深く知る機会にもなっ
ています。また、明神館では1984年から、
お客様の食べ残しを肥料にして有機野菜
を作り、取れた野菜をお客様に還元したり、
建物に珪藻土の壁や赤ちゃんがなめても
大丈夫なフローリングなどを取り入れたり
しました。

訪れる前に、住んでよし

　みんなで意見を出し合って、やれること
からやっています。水が非常に豊富な土地
なので、水を循環させる冷却施設を利用し、
7月くらいまで館内はクーラー不要です。レ
ストランには100％ダンボールの壁や汚泥
から作ったタイルを使い、施設が老朽化し

齊藤 忠政氏
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た時、山にかえすことができる建材を心が
けています。レンタカー用には電気自動車
を2台購入したり、エコカーで来たお客様
向けのお得なプランを作ったりしました。
また、近くにある遠州紬の工場閉鎖の際に
は、私どもが資材などを全部いただき、こ
れをお客様の浴衣にしています。地域の伝
統を残そうという想いでやっております。
　その後、国際エコラベル「グリーンキー」
認証を取得しました。2015年に実施した
大規模なレストランの改修工事では、内装
のアートや建材も地産地消を目指し、玄武
岩など、より地元に近い場所から調達でき
るものを使いました。
　地域の共生を図ろうということで、古民
家事業もスタートしました。2019年に作っ
た里山ヴィラ「Satoyama villa DEN」は、
オーガニックファームを中心としたゲストハ
ウスで す。もう一 つ の「Satoyama villa 
HONJIN」は、昔、参勤交代で使われてい
た由緒ある建物を購入し、ゲストハウスに
したものです。私たちがこうした古民家や
文化財を活用する理由は皆さんと同じで、
訪れる前に、「住んでよし」の観光にしたい
からです。
　一つには、持続可能な地域の経営を、観
光の力で変えられないかということです。
里山に近づくほど、地域の問題がよりはっ
きりと浮き彫りになります。こうした問題を、
経済、文化、自然環境の面でどう解決し、
私たちが住み続けられる地域にデザイン
するかということに挑戦してみたいと思い

ました。

新しい取り組みにも挑戦中

　なぜ観光業なのかというと、ご存じの通
り、私たちは昔から長く経営していますの
で、いろいろなコミュニケーションを持って
います。また、裾野の広い産業なので、い
ろいろな人と協力し、地域を盛り上げるこ
とができるからです。
　また、観光は交流人口を増やすことがで
きるので、私たちがやろうとしていることに、
一番適していると思います。これを経済的
な効果にどう当てはめるのかというと、例
えば、今まで古民家というと、お客様と会
社の間でのやり取りでしたが、そこに地域
も含めることで、地元の雇用が増えたり、
地域のものをお客様に使っていただくこと
もできます。儲けの一部を地域に還元し、

「三方よし」の形でやっていければと考えて
います。
　自然環境面では、ウェルネスリゾートづ
くりを進めています。社会文化に関しては、
2022年1月から2月に、「マツモト建築芸術
祭」を開催しました。古民家にアーティスト
を呼んで、地元の方だけが楽しめる空間を
作りました。すでにある資源を活かした、
文化活動の一つです。
　また、近々、B型就労支援施設のいちご
農園をオープンし、障がい者の方たちと一
緒 に、観 光 を 盛 り上 げ て い こうと、

「Satoyama villa DEN」に、広大なビニー
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ルハウスを作っているところです。
　こうしたなか、2021年に、「信州ブランド
アワード」で「地域をデザインする」ことへ
の賞として、「NAGANO GOOD DESIGN部
門大賞」をいただきました。また、『The 
Japan Times』でも里山のサステナブルで
同様の賞をいただきました。

●プレゼンテーション3 �────────
「サステナブル・トラベル」バッジ ご説明

ジョン・オリビア氏

グローバルOTAが展開する認証制度、
「サステナブル・トラベル」バッジ

　本日は、Booking.comの認証制度、「サ
ステナブル・トラベル」バッジについて説
明します。弊社は「すべての人に、世界をよ
り身近に体験できる自由を」という企業理
念を掲げてきました。パンデミック禍では
旅行全般が落ち込みましたが、欧米を中
心に旅行需要は戻りつつあります。日本オ
フィスは、2009年に設立しました。
　弊社では、国内でも海外でも、シームレ
スにワンストップで、旅を簡単に自由設計
できることに注力しています。宿泊施設を
選び、それに付随してレンタカーやアクティ
ビティなど、いろいろなことが一つのアプリ
やウェブサイト内で完結できるサービスが
強みです。
　もう一つ力を入れていることが、施設
パートナー様にとって最も頼れる存在にな

ることです。コロナ禍では、私どもが最も
注力してきた海外からの送客が落ち込みま
したが、国内のお客様の利用は徐々に伸び
ております。訪日旅行者のみならず、国内
旅行者の送客においても貢献することを目
指しております。

利用者から「わからない」の声

　サステナブル・トラベルに関するバッジ、
認証システムでは、「すべての人がサステナ
ブルな旅を簡単にみつけられるようにす
る」ことに焦点を当てております。弊社では、
すでに7年ほど前からいろいろな調査を
行っています。この調査結果から「サステ
ナブルな施設やサステナブルな旅がしたい
けれども、そうした施設がどこにあるのか
分からない」「どこで見つければいいのか
分からない」という声がかなり多く出ており

ジョン・オリビア氏
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ました。そこで、その手助けができるように
と始めたのが、この認証プログラムです。
　サステナビリティに配慮した宿泊施設が
増加すること、そこにお客様に泊まってい
ただくこと、そして環境にも地域コミュニ
ティにも良い状況が生まれるサイクル作り
を目指しています。
　バッジの話の前に少しだけ、弊社のレ
ポート「サステナブル・トラベル2022」に
ついてお話をさせてください。この調査レ
ポートは、旅行者の行動や意識変化を把
握するために7年前から実施しています。
32カ国・地域の3万人以上から協力を得て、
サステナブル・トラベルについて調査して
きました。
　要点をお話しすると、旅行者の73％は

「サステナブルな旅は自分にとって重要で
ある」と回答しています。また、「気候変動
関連のニュースなどがよりサステナブルな
旅を選択するきっかけになった」との回答
は29％でした。こうしたなか、弊社では、サ
ステナブルな施設を見つけて、泊まれるよ
うにする手助けをしたいと考え、「サステナ
ブル・バッジ」という制度を作りました。弊
社のアプリを見ていただくと、この認証を
取得した宿泊施設には、タグが付きます。
木の葉の形のバッジで、サステナビリティ
に配慮した施設であることを示すものです。
アプリでもウェブでも見られます。サステナ
ブルな施設だけを絞り込む機能もあります。
こういった施設の方針に賛同し、泊まりた
いというお客様がすぐに見つけられるよう

にする仕組みです。

認証取得による宿泊施設のメリット

　宿泊施設のほうでは、何をしていただく
かというと、重要な項目が5つあります。ご
みや廃棄物の削減、水の使用量の削減、
エネルギー消費や温室効果ガスの削減、
地域・コミュニティへの貢献、自然への配
慮など。各項目について、いろいろな質問
に答えていただき、これを弊社と認証機関
で判定し、バッジを授与する流れです。質
問は計32あります。
　認証を取得するメリットは、5つです。1
つ目は、ゲストにとっては、宿泊施設の取
り組みに関する信頼性の保証になります。
バッジを取得することによって、サステナブ
ルな施設に泊まりたい、そうした活動に賛
同するお客様からの信頼を確保できます。
　2つ目は、サステナビリティ実現へのサ
ポートです。施設側からは、「実際に取り組
みはしていたが、それがサステナビリティに
つながるものだとは知らなかった」といった
声も聞きます。各項目に答えていただくこと
で、実際にどんな活動がサステナビリティに
つながるのかを認識できるようになります。
　3つ目は、認証施設はより高い結果へと
導くことが可能であることです。検索機能
で絞り込み、送客することもできますし、
CO2の削減や、何らかのコスト削減につな
がったという調査結果も出ています。
　4つ目は、施設スタッフの積極的な関与
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を促す機会にもなります。項目へ回答する
ことが、一緒に考えるきっかけにもなって
います。
　そして5つ目は、先ほど申し上げた通り、
実際のコスト削減になることも強みです。
　要するに、「旅の力で社会によい影響を
与えられるように ― 今日からできることか
ら共に始めましょう」ということです。こうし
た施設の方と、旅行者の方をつなぐ役割
を、弊社が担っていきたいと思っています。

●パネル・ディスカッション �──────

中山　ここからは、パネリストの皆様にサ
ステナブルツーリズムの実践に関して、私
からいくつか質問させていただき、本日の
テーマをさらに掘り下げていきたいと思い
ます。
　サステナブルツーリズムの概念は非常に
広くて、地域経済、文化、カーボンオフセッ
ト、環境保全などなど、さまざまな側面か
ら語られています。その中で、特に重視し
ている点、今後ぜひ取り組んでいきたい、
あるいはマーケットからより求められてる
なと感じる点がございましたら、ぜひお話
をうかがいたいと存じます。

社員からの理解を得ることが鍵

齊藤　「地域と共に生きる」ことです。訪れ
る前に住んでよし、というのは、全て人が関
わることです。人と価値観を共有し、自然

や環境、社会文化をより良いものにしてい
きたいという思いを、どんな活動を通じて、
地域と共に歩んでいくかを最も重要視して
います。

鈴木　顧客満足はもちろんですが、従業員
満足に取り組むことがまず1つ目です。2つ
目が、地域へ利益をどうやって生み出すか
です。オーセンティシティ（信頼のおける）、
地域のホンモノをお客様にお見せしたいで
す。特別に新しい何かを作るのではなく、

「この地域の面白いおっちゃん、おばちゃん
に会わせて」というお客さんのニーズをピ
タッと埋められることができると、地域側も

「この生き様、この暮らしでいいのだ」と思
えるようになります。さらにお客様が2年3
年とリピートしてくれると、地域にものすご
く大きな元気を生み出せる気がします。リ
ジェネラティブな観光客、お客様が地域に
入ることで、何か役に立ってるかな、と意識
することがサステナブルツーリズムの決め
手かなと思います。

中山　Travelifeや「グリーンキー」認証の
取得で大変だったこと、取得して良かった
点はございますか？

鈴木　弊社が取り組み始めたのは2年ほ
ど前の冬からです。正直、どこから手をつ
けていいか分からず、一般社団法人JARTA

（Japan Alliance of Responsible Travel 
Agencies）のアドバイスやコーチングでス
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タートしました。最初に150ほどの設問があ
るのですが、日本では常識的な質問も多く
て、「どうしてこんなことを聞くの？」と言っ
たら大笑いされて、「それにエビデンスを
つけるから認証されるのですよ」と言われ
ました。マンパワーもかかるので大変でし
たが、「これは絶対やったほうがいい」と経
営者が腹をくくる必要があります。
　勇気付けられたのは、「最初から100点
なんて絶対取れない。最初は30点40点で
いい。次の年は50点、次の年は55点と目
指すのがサステナブル認証だよ」と言われ
たことです。これが一番のポイントかと思
います。

中山　 齊 藤 社 長は、第1号の「グリーン
キー」を取得されましたが、日本で誰も知
らないところから始めたのですよね。

齊藤　そうです。スタッフの理解を得るこ
とが非常に難しかったです。仕事が増える
だけなので、何のために？と、なかなか分
かってもらえないなかで、いろいろやりなが
らでした。スタッフの理解が一番大切です。
また、グリーンキーの場合、捨てるもの、使
うものについて非常に細かくチェックされ
ますので、特にアメニティのコストはかさみ
ます。ただ、排水やエネルギー関係など、
逆にコストが減るものもあるので、あまり気
にする必要はないかなと思います。
　あとは新入社員ですね。この頃、グリー
ンキーについてよく調べてくる若い社員が

多くて、環境にコミットしている会社だから
と選んでくれる可能性が高いです。今は人
手不足ですが、若い層の関心は非常に高
いと感じています。
　グリーンキーではずっと定点的に見てい
くので、改善と維持は常に行っています。

「何となく」ではなく、前年より改善してい
るかが数字で分かり、一つの方向性が見え
るので、指標としてすごく役立っています。
コスト面は施設にもよりますが、世界規模
で展開していながら年に数十万円という金
額は良心的かと思います。

認証取得で顧客レビュースコアが高くなる

中山　Booking.comの場合、「サステナブ
ル・トラベル」バッジの取得は、施設の集
客や顧客満足度にプラスになりますか？

オリビア　「サステナブル・トラベル」バッ
ジを取得した施設は、顧客レビューのスコ
アが非常に高く、顧客の満足度が高いです。
弊社のサイトの仕組み上、これは掲載順位
にプラスになりますから、実際の予約にも
つながりやすいです。満足度が高いお客
様のレビューが多くなると、転換率も上が
るので、良いサイクルにつながっていると
思います。
　訪日インバウンドが戻ってくれば、海外
のお客様はサステナブルな施設に泊まりた
い方が多いので、こうした方から選ばれや
すいです。フィルター機能で素早く見つけ
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てもらえて、予約につながりやすくなると思
います。

中山　グローバル展開しているBooking.
comのデータから、サステナブルなホテル
を検索する消費者像の特徴はありますか。

オリビア　欧米の方がサステナブルツーリ
ズムへの関心度は高いです。日本はSDGs
に関する認識の普及が、少し遅れている感
じはあります。バッジ取得数も、欧米のほ
うがアジアより圧倒的に多いです。
　その理由の一つですが、私は初めて日本
のホテルに泊まった時、アメニティの充実
ぶりに驚きました。日本の旅行者は、これ
に慣れていて、少しでも減ると不便を感じ
たり、苦情につながったりします。ホテルの
ほうも躊躇する、という話は聞きました。
　また、サステナビリティについて、すごく

大きいことを考えている施設様が多いです。
水の削減や、連泊時にシーツの交換を減ら
すなど、小さなことも環境保全につながる
という認識が低いです。とはいえ、バッジ
取得施設は現在日本国内で増えていて、特
にホテルチェーンでは、チェーン全体でサ
ポートし、認証を取得する動きもあります。

観光客狙いの施設より、飾らない日常がウケる

中山　実際に海外からお客様をお迎えす
るなかで、サステナビリティに関する要望
や苦情を受けた経験はありますか？

鈴木　弊社は、比較的富裕層のインバウ
ンドのお客様に北海道のオーダーメイドツ
アーのサービスを提供していますが、なぜ
限られた旅程の中で私たちをそこに連れ
て行くのか？　何が魅力なのか？　何を見
せたいの？　何ができるの？　ということ
を非常に問われます。求められているのは、

「本物であること」です。飾らない、その地
域の本物の暮らしや生業です。ホタテの養
殖 場 や農 業の 作 業 現 場などを見せて、
ファーマーの家に上がって居間で一緒に
お茶を飲む、こういったことがウケるし、喜
ばれます。
　一方、トレッキング中に出すお弁当は、
プラスチック容器が駄目なのはもう当たり
前。北海道で具合が悪いのはクマ牧場と
かキタキツネ牧場です。紋別にある、帰れ
なくなった病気のアザラシなどの保護施設

中山 理映子
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サステナブル・ツーリズム・シンポジウム：
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も、一歩間違うとアウトです。水族館や動
物園も同じです。何の目的のための施設な
のかを説明すれば大丈夫なのですが。見
せる側が、ちゃんと意識を持って作ったり、
あるいは直したり、というところまでやらな
いと駄目かと思います。

●会場からの質問 �──────────

質問者　地域社会のためのサステナブル
ツーリズムを目指すうえで、地域住民の意
識を高めるにはどうしたらよいでしょうか。
また、地域外から関わる旅行関係企業に
要望することはございますか？

鈴木　地域のサステナブル意識に関して、
こちらから押し付けるものではありません。
ただ、地域が存続していくためには、必ず
サステナブルな要素が必要になるので、こ
こまではできているが、ここを頑張ろう、と
いう文脈は必ず地域
側からいただけます。
そこを丁寧に見せるこ
とかなと思います。
　大手企業の皆様が、
地域のために頑張っ
てくださるのは本当 
にありがたい話です。
マーケットにもつなが
りますし、先ほど話し
た連携がそこです。つ
ないでくださるのは、

やっぱり外を見ている人たちなので、連携
は非常に重要だと思います。

齊藤　あるべき姿へと、どう持っていくか
について、観光業者だけではなく、いろい
ろな業態、観光に関わる交通や農業、もち
ろん住民の方々も一緒に協議して、価値の
共有をしっかりして、それをベースに組み
立てていくことが一番重要です。根気のい
る作業ですが、一番重要だと思います。

中山　本日はサステナブルツーリズムにつ
いて、さまざまな示唆をいただきました。
私ども日本政府観光局（JNTO）でも本年
4月、海外の人々に日本のサステナブルな
観光コンテンツを伝えるためのデジタルパ
ンフレットを作成し、サステナブルな観光
情報の海外発信に力を入れています。皆様
と共に、サステナブルツーリズムの推進に
努めてまいります。
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　ツーリズムEXPOジャパンのオープニン
グレセプションで、菅義偉前総理大臣から

「観光は日本の成長戦略の大きな柱。頑
張ってほしい」と激励いただきました。この
3年、旅行は感染拡大の源泉ではないかと
か、不要不急の代名詞であるかのように言
われ、非常に苦しい状況でした。今、多く
の方々が、旅行そのものが感染拡大の原
因ではないことを認識し、浸透してきたの
ではないかと思います。これから全国旅行
支援もあるので、ますます頑張っていかな
ければなりません。
　緊急事態宣言などで経済活動が制約さ
れ、各地で大きな打撃を受けました。教育
旅行、特に修学旅行も、中止や延期など
あったと思います。そんな中でも、感染状
況が落ち着いたタイミングで、何とか教育

旅行や修学旅行を実施しようと努力されて
いる方々を目の当たりにしてきました。これ
はやはり、教育旅行の重要性が改めて確認
されたからに他なりません。
　教育旅行には、さまざまな課題やテーマ、
材料が求められてきています。SDGsに関し
ては、学校内での教育でも取り上げられて
いると思います。しかし、机上の学習ではな
く、現地で具体的な活動を通じてSDGsを
学ぶ重要性も指摘されています。そういう
意味で、教育旅行の内容にSDGsの視点を
盛り込むというのは重要ですし、若い人たち
の糧になるのではないかと思います。このシ
ンポジウムでは、観光においてSDGsを取り
上げるのがなぜ重要なのか、そして異なる
立場から具体的な取り組みについて聞かせ
ていただけることを大いに期待しています。

9月23日（金・祝）13：00～14：30
会場：東京ビッグサイト 会議棟6階 605-608

持続可能な観光推進シンポジウム
主催者挨拶

久保田 穣
公益社団法人日本観光振興協会 理事長

主催：公益社団法人日本観光振興協会
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持続可能な観光推進シンポジウム：
SDGsを踏まえた新しい教育旅行の今後に向けて

　本日は、「持続可能な観光に向けた取組
と教育旅行への活用」というテーマでお話
しいたします。最初に2つ、アイスブレイク
として私が夏休みに行った場所のお話を
紹介します。
　1つ目は、福井県の水月湖という湖です。
水月湖にはさまざまな植物やプランクトン
が降り積もり、きれいに沈下して湖底に堆
積しています。断面は年輪のような「年縞」
となり、7万年分積もっているそうです。博
物館に展示されている7万年分の年縞を見
ると、なぜこのような年縞ができるのか、
当時の気温や火山活動はどうだったのかと
思いを馳せ、物見遊山な観光以上のもの
を勉強することができました。

　2つ目は、与論島です。この島は沖縄返
還前後の頃と比較して、1980年代に入込
客数が約10倍になった場所です。この頃、
与論島にいる人は住民1人に対して来訪者
が5人という割合だったそうで、日本で初め
てのオーバーツーリズムと言われています。
なぜ多くの人々が来たのか、そしてなぜ減
少してしまったのか、観光を支える民宿の
方々の高齢化問題など、多くのことを考え
させられました。
　こういったことを踏まえると、旅行とは、
単なる観光だけでなく、これを通じて地域
の自然や社会などを新たに学べるという意
味で、非常に大きな効果があるのではない
でしょうか。

9月23日（金・祝）13：00～14：30
会場：東京ビッグサイト 会議棟6階 605-608

持続可能な観光推進シンポジウム
基調講演

持続可能な観光に向けた取組と教育旅行への活用

古屋 秀樹氏
東洋大学国際観光学部 教授

主催：公益社団法人日本観光振興協会
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教育旅行の意味とSDGs

　そこで特に教育旅行、学習指導要領の
「旅行・集団宿泊的行事」という記述に基
づいて考えてみたいと思います。
　修学旅行や遠足などが該当するこれら
の行事は、「平素と異なる生活環境にあっ
て、見聞を広め、自然や文化などに親しむ」
ことが主要な活動目的とされています。教
室での系統主義的な教育とは趣を変え、
実際に体験して学ぶ経験主義的教育とい
うことで、この両輪をうまく回す1つと位置
づけられます。
　行事の実施にあたっては、「総合的な学
習（探究）の時間などとの関連を工夫」す
るのが望ましいという記述があり、科目ご
との通常の授業の中にどう落とし込むのか
ということが明記されています。特に「探
究の過程において、課題の発見と解決に
必要な知識及び技術を身に付ける」という
記述や、「実社会や実生活と自己との関わ
りから問いを見いだし、自分で課題を立て、
解決を考える」という部分が、教育旅行に
課せられた使命と考えられます。そういう
意味で、多様な興味を持つ学生に対しては

「SDGs」や「持続可能性」というのは、非常
に親和性のあるテーマです。
　一方で、実施のための留意点もあります。
学習指導要領では、多数の学生の参加、
個々の学生が持つ多様な興味にいかに対
応するか、大人数での移動手段、安全の
確保、単なる旅行に終わらせないための効

果的な事前・事後学習の実施、ということ
が挙げられています。

サステナビリティに関する国内外の動き

　かつて、経済開発と環境は独立して考え
られていました。その後、国連で経済活動
と環境の劣化との関連について議論が進
み、「持続可能な開発」というキーワード
に落とし込まれ、将来の世代の欲求を満た
しつつ、現代の世代の欲求も満足させる開
発と定義されるに至りました。
　2000年には、主に発展途上国を対象と
して、貧困や食料問題などのテーマに着目
した国際 社 会 共 通の目標「Millennium 
Development Goals（MDGs）」がまとめら
れました。MDGsは一定の成果が見られ、
2015年には対象を先進国を含む全世界
に拡大して、目標も8から17に増やし、「す
べての国が行動し、誰一人取り残さない、
すべてのステークホルダーを包含する」持
続可能な開発目標「SDGs」がまとめられま
した。17の目標は進むべき道を示す道しる
べですが、単にそれぞれの道しるべとの対
応を考えるだけでなく、いかに現状の問題
を整理しながら課題を発見し解決するの
かを、教育旅行の中で実現できることが望
ましいと思います。
　日本では、観光庁が定めた「日本版持
続可能な観光ガイドライン」で、着地として
どのようなことに配慮すればよいのかが明
記されています。それが「持続可能なマネ
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持続可能な観光推進シンポジウム：
SDGsを踏まえた新しい教育旅行の今後に向けて

ジメント」「社会経済のサステナビリティ」
「文化的サステナビリティ」「環境のサステ
ナビリティ」の4つで、それぞれの現状を把
握するため、さまざまな地域でモニタリン
グと評価が行われています。
　フランスに目を転じると、2021年に「気
候変動対策・レジリエンス強化法」が制
定されました。温 室 効 果ガス排出量を
1990年比で40％以上削減するという目標
を掲げ、すでに夜行列車を復活させたり、
料金も速度も抑えたスーパーローコストの
長距離列車が導入されたりしています。そ
の他にも、鉄道で2時間半以内で移動可能
な国内航空路線を廃止し、エールフランス
がTGVとコードシェアする形で消費者に提
示するなど、スピードや時間を断念する代
わりに環境に優しいものを採用するという
トレードオフが始まっています。また、フラ
ンスの国家予算は、6つの環境目標に関し
て予算の全ての影響をリスト化する「グ
リーンバジェット」が導入されています。

長所・短所を踏まえて検討する重要性

　あるシンクタンクが実施した、人々の意
向に着目した調査の結果によると、「生き
ている間に気候変動による悪影響を受け
る心配があるか」との質問に対する回答で、
多くの国で2015年と比べて危機意識が増
加したのに対し、減少傾向を示したのは日
本だけでした。また、「生活する上で何らか
の変化を起こそう」「環境に配慮して行動

変容を起こそう」と思うかどうかの問いに
対し、ネガティブな回答の割合が最も高い
のも、残念ながら日本でした。だからこそ
教育旅行は、これらを考える第一歩として
非常に重要だと考えられます。
　日本ユニセフ協会のウェブサイトには

「みんなの行動宣言」というページがあり、
プラごみやフードロスの削減を積極的に行
うなど、小中学生が自分でできることを書
いています。これ自体は非常に良いことで
すが、自分の行動が課題解決にどのように
影響しているのかを考える必要があります。
　旅行ではありませんが、古着の寄付を例
に取り上げてみます。寄付した古着が発展
途上国に輸出されると、それらの国々のア
パレル産業で雇用がなくなるなど、大きな
ダメージを与えてしまいます。こういった
国々のアパレル産業従事者、特に女性は低
賃金で劣悪な環境で仕事をしているケー
スが多く、2013年のラナ・プラザ崩落事
故は、そんな背景が原因の1つでした。もし
かしたら、我々の寄付が影響していたのか
もしれません。自分の行動により、メリット
とデメリットの両方が生まれることを包括
的に考えて行動する必要があります。
　旅行すること自体、CO2の排出に大きく
影響します。旅行の際の移動が、飛行機と
鉄道ではどれくらい違うのかということも
踏まえ、どのような行動・配慮をするとCO2

を抑えられるのかという、比較対象を考慮
したうえでの検討が必要です。
　教育旅行を通じ、持続可能に向けた課

04_報告書日本語版2022_持続可能な観光推進S_1117.indd   2904_報告書日本語版2022_持続可能な観光推進S_1117.indd   29 2022/11/18   11:562022/11/18   11:56



30

題発見や17の目標との対応関係、その地
域や自分の行動がどのように関係している
のかを考えることは、非常に重要です。だ
から転地学習によって相対化が促進され、
深い学びが期待されることには大きな価
値があります。課題に対する解決の検討が
進み、長所・短所の両面、例えば時間が減
る、価格が上がる、だけど我々はどうすべ
きか、ということを考える必要があります。
　地球温暖化の観点からは、もう二度と引
き返せない時間「ティッピング・ポイント」

に近づいていると言われています。これま
では「現在」を基準にして丹念に予測を立
てて進めていくシステムで動いてきました
が、これからは最終的な目標から振り返り、
現在すべきことは何かを考える「バックキャ
スティング」に基づいて検討する必要があ
ります。そういう過程が教育旅行にビルト
インされると非常に良いのではないでしょ
うか。以上で私の発表とさせていただきま
す。どうもありがとうございました。
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持続可能な観光推進シンポジウム：
SDGsを踏まえた新しい教育旅行の今後に向けて

古屋 秀樹氏
東洋大学国際観光学部 教授

高野 満博氏
公益財団法人
日本修学旅行協会　
常務理事・事務局長

坪田 昭夫氏
公益社団法人
福井県観光連盟　
専務理事

中島 ゆか氏
近畿日本ツーリスト株式会社 
豊橋営業所　チームリーダー

●基調発表 �─────────────
今後の教育旅行の方向性とSDGsについて

高野 満博氏

　今日はコロナ禍による教育旅行への影
響、学習指導要領の改定による教育旅行
の変化と、学習指導要領でキーワードと
なっている探究学習とSDGsの関係につい
てお話しします。
　コロナ感染が広まった2020年、修学旅
行は半分以上の学校が中止し、実施校も
海外へ行く学校は皆無で、都市部を避けた
り遠距離から近場にしたりなど何らかの変
更を行い、計画通りの実施はほとんどでき
ませんでした。しかし、2021年度後半から
はかなり改善傾向にあり、2022年度は中
止ではなく、行き先や実施時期を変えても
実施の方向に大きく意識が変わっています。

教育旅行と探究学習が、
より密接な関係に

　学習指導要領は、文部科学省が約10年
に一度改訂している教育課程の基準で、こ
れを基に教科書や時間割が作成されます。
最近改訂された学習指導要領のスタート

　
　

持続可能な観光推進シンポジウム
SDGsを踏まえた新しい教育旅行の今後に向けて

モデレーター

パネリスト
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時期は、小 学 校が2020年度、中学 校が
2021年度、高校は2022年度でした。学校
はコロナ禍と同時に改訂の対応に追われ、
非常に大変だったと思います。
　今回の改訂ポイントは、予測困難な時
代の中で、持続可能な社会の担い手になっ
てほしいとして、そのための資質や能力を
育む、社会に開かれた教育課程を目指して
います。
　学習指導要領は5項目から構成され、そ
の一つの「総合的な学習の時間」も改訂
されました。決まった教科書がない学習で、
重視されているのが「探究的な学習」（探
究学習）です。特定の教科で捉えきれない
広範な事象を、多様な角度から俯

ふ

瞰
かん

するこ
とを求めています。解決の道筋がすぐに明
らかにならず、唯一の正解が存在しない課
題を、学校が一から作り上げる必要があり、
非常に大変だと思います。

　探究学習は、教科の枠を越えた横断的
な取り組みが必要として、他教科や「特別
活動」との関連を図ることも求められてい
ます。「特別活動」とは、やはり5項目の一
つで、学級活動・生徒会活動・学校行事
の3つに分かれています。学校行事の中に

「旅行・集団宿泊的行事」とあり、修学旅行・
教育旅行はこれに該当します。
　改訂前は、事前学習は特別活動の時間
のみしか利用できず、修学旅行の準備で
終わっていたのですが、改訂後は教科・行
事の枠を越えて横断的にできるようになり、

「総合的な学習の時間」を修学旅行の事
前事後の学習時間に充てることも可能にな
りました。修学旅行の内容をさらに深めて、
探究学習に生かす時間が増えたのが、今
回の改訂の大きなポイントだと思います。

SDGsを支えるESDが重要

　SDGsは、経済・社会・環境の3側面の
調和を目指していますが、掲げられている
17目標169ターゲットをよく見ると、決して
完璧ではありません。
　例えば、戦争根絶や核兵器廃絶までは
謳
うた

っていません。これから宇宙開発が進ん
で、宇宙ごみの問題が出てくることも予想さ
れますが、「宇宙をきれいに」といった目標
もありません。あくまでも「2030年までの
中間目標」であり、道標・方向性であり、今
後さらなる新たな目標が出てくることを認
識しないといけないのではと思っています。

高野 満博氏

04_報告書日本語版2022_持続可能な観光推進S_1117.indd   3204_報告書日本語版2022_持続可能な観光推進S_1117.indd   32 2022/11/18   11:562022/11/18   11:56



33

持続可能な観光推進シンポジウム：
SDGsを踏まえた新しい教育旅行の今後に向けて

　そういう意味で、文部科学省がより重視
しているのが「持続可能な開発のための 
教 育」と訳 され る「ESD（Education for 
Sustainable Development）」です。改訂さ
れた学習指導要領は、持続可能な社会の
担い手の育成を目指しているという話をし
ましたが、目標が変わってもそうした教育
は変わらず必要と言えます。
　このESDは、日本が提唱して国連で認め
られた考え方で、2019年の国連総会決議
では「教育がSDGs全てのゴールを達成す
るための鍵である」と述べられており、
ESDはSDGs全てのゴールを下支えする存
在と言えます。

探究学習の課題に適したSDGs

　日本教育新聞の2021年度調査「教育旅
行で求められる学習」の1位は「探究学習・
問題解決型学習」、2位は前年度3位からラ
ンクアップした「SDGs」で、関心の高さを
示しています。SDGsはいろいろな目標があ
り、アプローチの仕方も自由なので、唯一
の正解が存在しない探究学習の課題とし
て、非常に取り組みやすいテーマだと思い
ます。
　教育旅行は、学校を出て、自分の地域や
校内ではできない学びをする機会だと思
います。今の社会はSDGsに関して非常に
関心が高く、いろいろな取り組みをしてい
る状況で、それらを見聞きし、感じられる
機会だと思います。

　学校は、ここ数年間学習指導要領の改
訂に伴って対応に追われていましたが、コ
ロナ禍によって非常に変化を求められ、修
学旅行、教育旅行のあり方を見直す機会に
もなりました。コロナ禍が学校の変化を加
速度的に促したと言ってもいいと思います。
　SDGsの達成年である2030年、今の小
学校から高校の子供たちは、社会で活躍
する年代になります。教育旅行で、今の子
供たちに旅の力を通じて、学ぶ機会を与え
るのは非常に大事だと思います。教育旅行
でSDGsを体験してもらうことが、将来の持
続可能な社会の実現につながるのではな
いかと思います。

●事例発表① �────────────
教育旅行でSDGsを学ぶ体験プログラム

坪田 昭夫氏

　福井・敦賀は2024年春に北陸新幹線
が開通し、東京から乗り継ぎなしで3時間
以内（敦賀までは約3時間15分）で来られ
るようになる他、2026年には中部縦貫自
動車道がオープンし、白川郷や高山と組み
合わせた周遊も可能になります。自然やも
のづくりなど、いろいろな学習素材が揃う
福井県は内閣府の「SDGs未来都市」に選
定されており、福井県観光連盟としても
SDGsを学ぶ体験プログラムに力を入れて
います。今日は、そうしたプログラムについ
てご紹介します。
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多様な自然や営みをテーマにSDGsを学ぶ

　森林が面積の9割を占める池田町には、
全長1キロのメガジップラインやアドベン
チャーパークがあり、こうしたアクティビティ
の合間に、多様性のある森林環境から流
れ込む栄養価の高い水が海の生き物を 
育み、森林の働きが生態系維持や地球温
暖化防止につながることを学ぶことができ
ます。
　福井県は古くから漁業が盛んで、地引き
網や船釣り、釣った魚をさばいて食べる釣
りさばき体験など、漁業体験ができる施設
がたくさんあります。海を大切にしてきた
知恵や技を漁師さんから学び、食の大切さ
や持続可能性について考えることができま
す。農業体験も盛んで、山・里・海の体験
が近距離で揃うのが福井県の特長です。
　福井県は、越前漆器や越前和紙など7
つの伝統的工芸品があり、丹南地域は半
径10キロ以内にこれら7つの産地が集積す
る、全国でも大変珍しい地域です。県外か
ら移住した職人も多く、そうした方 と々の交
流によって伝統を守りつつ、時代のニーズ
に対応した取り組みを学び、仕事とはどう
いうものか考えていただければと思います。
　また、福井県はおそらく北陸で唯一平和
学習ができる場所です。敦賀港は、シベリ
アから救出されたポーランド孤児や、杉原
千
ち

畝
うね

氏の「命のビザ」を持ったユダヤ難民
が上陸した、日本で唯一の港で「人道の港」
と呼ばれています。今も続く関係者の交流

から、「命や人権とは何か」を考えていただ
けると思います。

カニの殻を堆肥化して、果物や野菜を栽培

　あわら温泉では、廃棄されていたカニの
殻で植物を育てる「あわら蟹がらプロジェ
クト」という取り組みを行っています。旅館
の女将と農業者がともにカニ殻を収集粉
砕して堆肥化し、福井県のブランドトマト

「越のルビー」やアールスメロンなどを栽培
しています。教育旅行では、カニ殻で育て
たカレンデュラという花を使って、ハンドク
リーム作りが体験できます。
　戦国時代の城下町遺構が発掘された一
乗谷朝倉氏遺跡は、「特別史跡」「特別名
勝」「重要文化財」と国の三重指定を受け
た、貴 重 な 遺 跡 です。2022年10月1日に
オープンする一乗谷朝倉氏遺跡博物館は、

坪田 昭夫氏
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巨大ジオラマで当時の一乗谷の城下町の
成り立ちを知ることができます。当主朝倉
氏の屋敷も、原寸大で再現しています。
　福井県年縞博物館は、長さ45mの水月
湖の年縞が展示されている、世界唯一の
研究展示施設です。年縞とは、湖などに堆
積した層が作り出す縞模様のことです。1
年に1層形成されるので、時代が正確にわ
かります。この博物館では、7万年分の人
類や環境の歴史を学ぶことができます。

海ごみをテーマにした探究学習も

　県内の嶺南地域は美しい海水浴場が多
いですが、海ごみが問題になっています。

「若狭 de海ごみ」というプログラムは、海
の漂着ごみを回収して種類ごとに分別調
査し、最後は集めたごみを県内の事業者
がアクセサリーなどに加工して生まれ変わ
らせるというものです。ごみ減量について
自分たちで考えることで、ごみを減らす行
動のきっかけになればと思います。
　なお、この「若狭 de海ごみ」や漁業体
験など、一部のSDGsプログラムについては
2021年度から現地および事前・事後学習
で使用できる探究学習用ワークシートを作
成する施設を観光連盟が応援し、学校に
活用いただく事業を始めました。
　福井県観光連盟は、DMOとして県内の
民間事業者に対して助言を行い、新たな
素材開発を行っています。先ほどの海ごみ
の加工事業者もその一つですが、もう一つ

ユニークな例として、現在ウミウシに焦点
を当てたコンテンツを作っています。日本
で確認されている約1500種のウミウシの
うち、越前海岸に約300種以上が生息して
おり、今後の教育旅行の素材として発展す
ることに期待しています。
　福井県では、修学旅行で体験学習を実
施する場合に、生徒1人当たり上限1000円
の助成を行っており、教育旅行の視察にも
助成制度があります。また、本県に宿泊し
た県外生徒に、福井県のブランド米「いち
ほまれ」をプレゼントしています。当連盟
ホームページでは、教育旅行ガイドブック

『体験・福井学び旅』やSDGs学習をまとめ
た別冊集などを掲載していますので、ご覧
いただければと思います。

●事例発表② �────────────
カーボンスタディツアー
～Think the Blue Planet～

中島 ゆか氏

　私は愛知県豊橋市を拠点として学校へ
の営業を行いながら、SDGsボードゲーム
の上級認定ファシリテーターの資格を取
得して活動しております。今日は、弊社独自
のカーボンスタディツアーについてご紹介
します。
　「カーボンスタディツアー ～Think the 
Blue Planet～」は、教育旅行で利用する
交通手段や宿泊体験を通じて、学生がカー
ボンニュートラルの考え方を学び、自らが
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できることを始めるためのSDGs探究学習
プログラムです。買い物や移動で利用した
施設、宿泊先のホテル、食事など、どんな
時もゼロカーボンを意識し、普通の生活で
も自然と意識できる流れを想定しています。
　忙しい日常から解放され、頭や心がすっ
きりして新しいことを吸収しやすくなる旅
は、普段の生活では気づけないことに気づ
き、行動に移すきっかけになると思います。
旅を通して、学生さん一人ひとりの行動が
変わることで未来が変わり、持続可能な地
球になるのではと考えます。

探究プロセスを「自分ゴト」に落とし込む

　このツアーは、音楽家の坂本龍一さんが
代表を務める森林保全団体、一般社団法
人more treesが提供する森林由来のカー
ボンクレジットを活用して、旅行行程にお
ける温室効果ガス排出分のオフセット（排
出分の打ち消し）を行っています。このカー
ボンクレジットは、国の認証制度「J-クレ
ジット」に認証されているプロバイダーです。
弊社オリジナルの「カーボンスタディワー
クキット」や事前・事後学習プランなどを
用意し、プログラム終了後には成果物とし
て学生たちに認定証が交付されます。
　ツアーの進め方ですが、まず「2050年
脱炭素社会の実現」というテーマにつな
がる自分自身の課題を設定し、課題に関す
る情報の収集を行います。集めた情報を
整理分析し、自分はそれを基にどう行動す

べきなのかを考えます。
　最後はレポートを作成して「自分ゴト」と
し、自分にできる行動を積極的に表現しま
す。教育旅行での体験から自分の考えや課
題が新たにアップデートされ、探究の過程
が繰り返されることを目指しています。

ゲーム感覚でカーボンオフセットに挑戦

　事前学習では生徒たちがグループごとで
話し合い、「マイボトルを持参する」「食べ
残しをしない」「お土産に脱炭素型製品を
選ぶ」などの目標を考えて、「カーボンスタ
ディBINGO」という16マスのビンゴに一つ
一つ書き込んで完成させます。環境省が公
開している、脱炭素社会に向けた30のアク
ションリスト「ゼロカーボンアクション30」
を参考にマスを埋めていくことも可能です。
　グループで意見を出し合い、一つ一つの

中島 ゆか氏
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目標を決めていくので、他のメンバーがど
んなことを考えているかを知ることができ
るきっかけにもなります。「発展ワークシー
ト」では、それぞれの目標について、ABCの
3段階で難易度も設定します。このように、
事前に情報や知識を理解習得し、課題を
持って旅行に出発するという形です。
　現地では、このビンゴに書かれたことを
実行できたら該当のマスに○を付けていき
ます。モチベーションを高めるためにゲー
ム感覚を取り入れ、グループ間で競い合っ
て取り組むうちに、一人ひとりの行動が自
然にゼロカーボンに寄与している流れを
作っています。
　旅行から帰った後の事後学習では、旅
行中に達成したビンゴを、難易度も加味し
て得点化し、得点結果を算出します。最終
的には、集計してグループごとの順位を決
めることで、また競争して頑張ろうという気
になれると思います。ビンゴなので、列が
揃ったところしか点数にならないというの
も、ゲーム性を高めています。
　個人ベースでは、旅行中の体験を振り
返って「MYカーボンスタディレポート」をま
とめ、自身の取り組みから今後の日常生活
での取り組みについて宣言を行います。
　なお、「カーボンスタディBINGO」のワー
クシートにはQRコードが掲載されており、
タブレットなどで読み込むと使い方の動画
を見ることができます。先生が生徒に説明
するのが難しい場合は、このQRコードを
活用していただく形にしています。現在この

プログラムは紙ベースで行われていますが、
ペーパーレスでさらにエコな取り組みにで
きるよう、タブレットから利用できるオンラ
インシステムも現在開発中です。
　旅を通して地球の素晴らしさを伝え、地
球を大切に思う人を増やしたいというのが、
私たちの思いです。未来ある学生一人ひと
りが、2050年の脱炭素社会の実現を意識
して行動に移すきっかけ作りは、大変重要
な取り組みと考えます。このプログラムを
通じてそのお手伝いをすることで、学生さ
んたちの学びの発展と脱炭素社会の実現
に寄与したいと思っています。

●クロストーク �────────────

古屋　私の方で質問を2つ用意しました。1
つ目は現状について、2つ目は今後の課題
や方向性についてで、2つ合わせた形でお
答えいただければと思います。
　中島さんにはカーボンスタディツアーの
実施にあたって大変なことや今後について、
坪田さんにはSDGsプログラム実 施にあ
たって気を付けている点や今後の深い学
習への仕掛けについて、高野さんには教育
旅行がさらに効果的に行われるには、とい
う視点からお話を頂戴できればと考えて
おります。では中島さんからお願いします。

カーボンオフセットと「おもてなし」の整合

中島　私が営業でお客さんとお話しする
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中で感じるのが、地域における支出の格差
です。「このプログラムを採用したいがなか
なか難しい」といった声や、家庭環境がさ
まざまな公立の学校は特に難しいという声
も聞きます。地域の助成金を活用したり、
提供する私たち企業側もどのような価格で
出せるか、もう少し考えて対応していきた
いと思っています。
　実施にあたって大変な点としては、「おも
てなし大国」が日本のイメージだと思いま
すが、その手厚いサービスをカーボンオフ
セットがだいぶ省略するイメージにつなが
りかねないのではと思っています。それが
サービスの低下と受け取られる可能性もあ
るので、業界を巻き込んで、消費者に理解
いただく努力が今後必要になってくるのか
なと考えています。
　私どもとしては、カーボンスタディツアー
を通じて未来を担う学生さんたちが変わる
ことで周辺の家族、地域が変わり、それが
世界の変化につながると考えています。

地域側が学習の「タネ」を提供

坪田　実施にあたって気を付けている点
は、たくさんある素材を学びやすい形で、
極力活用しやすいプログラムに仕上げる必
要があると思っており、福井県観光連盟で
は事前学習や事後学習にも使えるワーク
シートの作成を支援しています。
　当連盟のホームページにモデルコースを
掲載している他、コンテンツを充実させ情

報を整理しておくことで、子供さんたちが
事前学習しやすい環境を用意できるので
はと思います。例えば、農業体験の事前学
習で「兼業農家が多いな。その背景はどう
なんだろう？」と気付けるような学習の「タ
ネ」を多数仕込んでおくことで、事後学習
のアウトプットのお手伝いもできるのでは
と考えています。
　今後の深い学習に向けてですが、紙す
き体験ができる場所は全国にあると思い
ますが、それを生業という形で伝統産業
を守り育てていることが、福井の圧倒的な
強みなのかなと思います。工房で、そうし
た人たちや移住してきた人の話を聞けるこ
とが大事ではと思っております。
　そのために、通年型の工房見学をできな
いかと思っていますが、観光を生業にして
いるわけではなく早期予約を受けるリスク
などもあると思うので、将来の人材確保に
もつながるといったことを強調して理解を
得られればと思います。

旅行全体のストーリーで「大きな学び」を

高野　やはり、修学旅行は全部学びだと疲
れてしまうので、緩急をつけるといいます
か、遊びの要素と旅の楽しさをバランスよ
く交え、体験が学びにつながる仕組みが必
要なのかなと思ってます。例えば、福井県の

「あわら蟹がらプロジェクト」が良い例で栽
培された作物を実際に食べてみたり、楽し
みながら学ぶことが一番大事だと思います。
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持続可能な観光推進シンポジウム：
SDGsを踏まえた新しい教育旅行の今後に向けて

　修学旅行は過去にもいろいろな事故が
起きていますし、少し前は不要論などもあ
りました。コロナ禍の2年間、いろいろな方
から話を聞きましたが、「今はやるべきで
はない」という声はあっても不要論までは
至っていないんですね。やはり、学校の文
化として根 付いて
おり、親御さんも子
供たちも非常に楽
しみにしている貴
重な学びの機会な
ので、より有意義な
いいものにしていく
べきだと思います。
　今はコロナの関
係で、修学旅行とい
うとどうしても思い
出作りの要素が強
いのですが、学 校

行事の一つという建て付けになっています
ので、本来は学びの要素がもっとあるべき
かなと思っています。
　それには、各ポイントでの学びではなく、
3日間なり4日間なりその旅行全体のストー
リーを作り、大きな学びのテーマを一つ決
めて、受け入れなどしていただくとさらにい
いものになっていくのかなと思います。

古屋　教育旅行はプログラムが魅力的で
しっかりしていれば、遠くからも来ていた
だけるという意味で誘客の可能性や地域
の作り込み、商品造成される方にとっても
非常に強力ないいコンテンツだと思います。
　逆に言えば競争相手が非常に多く、数多
くの持続可能な取り組みがある中でどうい
うところを狙っていくのか、それが我々に
課された次なる課題かなと思っております。
本日はありがとうございました。

古屋 秀樹氏
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